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１〜３面…　　　 ノートから内面に迫る…石田徹也展の見どころや、作品の解
説などを紹介します。

４〜７面…募集・お知らせ・健康と福祉・スポーツ「知って安心」「みんなの力」
　　８面…ヒラツカルチャー  「博物館モノ語り」

特 集

石田徹也展
ノート、夢のしるし
4月12日　〜6月15日　

　コンセプトや細かいモチーフが
書かれたスケッチ。画面全体の雰
囲気が表れる下絵……。石田徹也
が試行錯誤しながら、代表作「飛
べなくなった人」を描き上げた過
程が浮かび上がります。
　色とりどりのノートには、石田
の思いが詰まっています。

「
飛
べ
な
く
な
っ
た
人
」　
平
成
８
年
。
103
㌢
×
145
・
６
㌢
。
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
。

土 日
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見
ど
こ
ろ
は
ノ
ー
ト

　

石
田
徹
也
展
で
は
、
石
田
が
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
記
し
た
ノ
ー
ト
や

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
51
冊
を
初
公
開

し
、
108
点
の
作
品
と
と
も
に
展
示

し
ま
す
。
石
田
の
言
葉
も
随
所
に

紹
介
し
、
制
作
の
過
程
や
思
考
の

軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

　
「
展
覧
会
の
副
題
は『
ノ
ー
ト
、

夢
の
し
る
し
』で
す
。
ノ
ー
ト
に

は
夢
の
中
の
こ
と
や
日
常
の
こ

と
、
作
品
の
下
絵
な
ど
、
石
田
の

考
え
や
ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
」と
市
美
術
館
の
勝
山
滋
学

芸
員（
写
真
）は
話
し
ま
す
。

　
「
例
え
ば
代
表
作
の『
飛
べ
な
く

な
っ
た
人
』（
１
面
）は
、
ノ
ー
ト

に
下
絵
と
共
に『
真
っ
昼
マ
』『
と

ま
っ
て
い
る
ゆ
う
え
ん
ち
』『
と
び

た
い
け
ど
、
と
ん
で
い
け
な
い
イ

メ
ー
ジ
』な
ど
の
言
葉
が
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
作
家
自
身
の
言

葉
で
作
品
が
語
ら
れ
て
い
る
ノ
ー

ト
は
、
絵
の
世
界
を
理
解
す
る
助

け
に
な
り
ま
す
」

作
品
と
ノ
ー
ト
を
比
較

　

石
田
が
使
っ
た
の
は
一
般
的
な

大
学
ノ
ー
ト
も
あ
れ
ば
、
小
さ
な

手
帳
型
も
あ
り
ま
す
。
使
わ
れ
て

い
た
の
は
、
大
学
入
試
の
受
験
勉

強
中
の
平
成
３
年
か
ら
、
亡
く
な

る
平
成
17
年
ま
で
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
51
冊
中
に
、
約
１
万
２
３

０
０
の
カ
ッ
ト
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
実
際
の
作
品
に

生
か
さ
れ
た
の
は
約
550
カ
ッ
ト
。

鉛
筆
や
ペ
ン
、
コ
ン
テ
、
水
彩
な

　時に痛烈な、時にユーモラスな視点で現代社会を見つ
め、作品を生み出した石田徹也。平成17年に31歳で急逝
するも、今なお若者を中心に絶大な支持を得ています。
　今回、全国４カ所の美術館が協力し、石田のノートの
公開が実現しました。
　アイデアをつづった貴重なノートを通して、石田の創
作活動の裏側に迫ります。

問　美術館☎35-2111
※ノートからの引用文は全て原文のままです

ノートから内面に
迫る

ど
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
、
一
部
の
作
品
に

ノ
ー
ト
と
説
明
文
を
セ
ッ
ト
に
し

て
展
示
し
ま
す
。
作
品
と
ノ
ー
ト

を
見
比
べ
な
が
ら
、
つ
な
が
り
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

公
式
図
録
の「
石
田
徹
也
ノ
ー

ト
」（
求
龍
堂
発
行
。３
０
０
０
円
）

に
も
、
ノ
ー
ト
の
絵
や
言
葉
を
数

多
く
収
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
図

録
は
、
全
国
の
公
立
美
術
館
が
加

盟
す
る
美
術
館
連
絡
協
議
会
の
、

平
成
25
年
の「
優
秀
カ
タ
ロ
グ
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

自
画
像
と
ユ
ー
モ
ア

　

勝
山
学
芸
員
は「
作
品
を
理
解

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は

『
ユ
ー
モ
ア
』で
す
」と
言
い
ま
す
。

「
石
田
は『
失
わ
れ
た
10
年
』と
言

わ
れ
る
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
厳
し

い
社
会
を
経
験
し
た
世
代
で
す
。

し
か
し
作
品
に
は
深
刻
さ
や
暗
さ

だ
け
で
な
い
、
石
田
独
特
の
ユ
ー

モ
ア
や
軽
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
す
」。

　

平
成
8
年
10
月
〜
９
年
３
月
頃

の
ノ
ー
ト
に
は「
僕
の
求
め
て
い

る
の
は
、
悩
ん
で
い
る
自
分
を
み

せ
び
ら
か
す
こ
と
で
な
く
、
そ
れ

を
笑
い
と
ば
す
、
ユ
ー
モ
ア
の
よ

う
な
も
の
な
の
だ
。（
中
略
）そ
う

だ
、
僕
は
他
人
に
と
っ
て
、
10
万

人
や
20
万
人
と
い
っ
た
他
数
の
中

の
一
人
で
し
か
な
い
の
だ
！　

そ

の
こ
と
に
、
落
た
ん
す
る
の
で
な

く
、
軽
さ
を
感
じ
と
る
こ
と
。
そ

れ
が
ユ
ー
モ
ア
だ
。」と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

作
品
に
は
、
学
校
生
活
や
社
会

生
活
が
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
作
品

に
も
、
同
じ
顔
を
し
た
男
性
が
繰

り
返
し
登
場
し
ま
す
。

　
「
石
田
の
写
真
を
見
る
と
、
男

の
顔
は
確
か
に
石
田
に
似
て
い
ま

す
。
男
は
着
せ
替
え
人
形
の
よ
う

に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
た
り

学
生
に
な
っ
た
り
、
器
物
と
一
体

化
し
た
り
し
ま
す
。
自
画
像
の
よ

う
で
も
あ
り
ま
す
が
特
定
の
個
人

で
は
な
く
、
ほ
か
の
誰
の
顔
で
も

あ
る
。
見
る
人
は
思
わ
ず
自
分
の

姿
や
記
憶
と
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と

勝
山
学
芸
員
は
解
説
し
ま
す
。

　
「
男
の
少
し
う
つ
ろ
な
目
は
、

未
来
ま
で
見
通
す
よ
う
な
印
象
を

受
け
、普
遍
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

作
品
世
界
を
体
感
し
に
、
ぜ
ひ
美

術
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

作
品
を
見
に
行
こ
う

・
石
田
徹
也
展

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
。

月
曜
日
休
館
。
美
術
館
。
一
般
800

円
、
高
校
生
・
大
学
生
500
円
。

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

学
芸
員
が
作
品
を
解
説
し
ま
す
。

参
加
に
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

　

４
月
12
日
・
26
日
、
５
月
10
日
、

６
月
７
日
の
土
曜
日
、
午
後
２
時

〜
３
時
。

㊨「燃料補給のような食事」平成8
年。145.6㌢×206㌢。静岡県立美
術館蔵。代表作の一つ。㊥「無題」
平成9年頃。182㌢×91㌢。個人蔵。
㊧「無題」平成11年。33.5㌢×22㌢
×21㌢。 個人蔵。絵付け前の高崎
だるまを使った立体作品。

　昭和48年、静岡県焼津
市生まれ。武蔵野美術大
学在学中の平成8年、毎
日広告デザイン賞で優秀
賞を受賞。本の表紙や雑
誌の挿絵などを描くグラ
フィックデザイナーとし
て活躍後、平成13年、若
手作家の登竜門といわれ
るVOCA展で奨励賞を
受賞。ファインアートの
世界で徐々に頭角を現す
が平成17年５月に死去。
享年31。没後、遺作展や
遺作集で注目を集め、さ
まざまなメディアで取り
上げられる。

石田徹也
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こ
の「
め
ば
え
」と
い
う
作
品
に

皆
さ
ん
は
何
を
感
じ
る
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
学
校
で
昔
受
け
た
授

業
の
記
憶
と
重
な
り
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
右
上
の
窓
か
ら
暖

か
い
光
が
差
し
込
ん
で
い
ま
す
。

で
も
お
世
辞
に
も
、
の
ど
か
で
楽

し
そ
う
な
授
業
風
景
に
は
見
え
ま

せ
ん
。
人
物
は
皆
、
石
田
徹
也
の

作
品
を
じ
っ
く
り
読
み
解
く

つながる

展
覧
会

　現在注目を集める、彫刻
家の袴田京太朗。色とりど
りのアクリル板を重ねた作
品など、新しい彫刻表現へ
アプローチしています。
　この展覧会は、石田徹也

展のチケッ
トでご覧い
ただけます。
　４月19日
（土）〜 ６月
22日（日）。
一般200円、
高校生・大
学生100円。

袴田京太朗展
人と煙、その他

同時開催

自
画
像
の
よ
う
で
す
。
同
じ
顔
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
や

睡
魔
に
負
け
て
突
っ
伏
し
た
様
子

が
際
立
ち
ま
す
。
持
ち
物
や
し
ぐ

さ
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
は

ど
こ
ま
で
も
管
理
さ
れ
た
現
代
社

会
の
中
の
石
田
で
あ
り
、
ひ
い
て

は
わ
れ
わ
れ
の
姿
な
の
で
す
。
規

律
正
し
く
整
列
し
て
い
る
よ
う
な

人
間
の
表
現
も
、
規
則
の
中
で
生

き
る
わ
れ
わ
れ
を
暗
示
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
細
か
い
描
写
で

す
。遠
く
も
近
く
も
描
き
込
ま
れ
、

男
の
短
髪
の
１
本
１
本
、
ま
つ
毛

か
ら
消
し
ゴ
ム
、
床
の
木
目
ま
で

も
が
克
明
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
田
の
作
品
を
見
た

デ
ザ
イ
ナ
ー
亀
倉
雄

策
は「
何
を
食
べ
た

ら
こ
ん
な
絵
が
描
け

る
ん
だ
」と
漏
ら
し

た
と
い
い
ま
す
が
、

こ
こ
ま
で
細
か
く
描

く
の
は
並
大
抵
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
後

列
の
突
っ
伏
し
た
人

物
な
ど
の
位
置
は
不

自
然
に
見
え
ま
す

が
、
こ
れ
ら
も
描
き

た
い
も
の
を
全
て
画

面
に
入
れ
込
む
た
め

の
石
田
ワ
ー
ル
ド
の

一
つ
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
顕
微
鏡

と
合
体
し
た
人
物

は
何
を
表
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
顕
微
鏡
と
合

体
し
た
自
画
像
は
、
石
田
の
遺の

こ

し

た
ア
イ
デ
ア
ノ
ー
ト
に
も
登
場
し

ま
す
。
そ
こ
に
は「
き
か
い
て
き

に
」「
見
る
人
」と
い
う
石
田
自
身

の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
器
物
と
一
体
化
し
た
人

物
は
、見
る
こ
と
し
か
許
さ
れ
ず
、

身
動
き
で
き
ず
に
縛
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

顕
微
鏡
男
の
頭
を
押
さ
え
る
教

師
の
手
も
印
象
的
で
す
。
教
師
の

顔
を
わ
ざ
と
描
か
ず
に
画
面
の
外

に
置
く
こ
と
で
、
人
格
を
持
っ
た

先
生
と
い
う
よ
り
も
、
石
田
が
考

え
る「
教
育
す
る
側
」全
体
を
象
徴

的
に
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
中

学
時
代
の
石
田
の
教
師
に
よ
れ

ば
、
石
田
は「
決
め
ら
れ
た
事
に

右
へ
倣
え
す
る
の
は
好
き
じ
ゃ
な

い
性
格
だ
っ
た
」そ
う
で
す
。
ま

た
石
田
の
通
っ
た
高
校
は
進
学
校

で
、
入
学
し
て
10
日
で
辞
め
た
い

と
言
い
出
し
両
親
を
慌
て
さ
せ
た

と
い
い
ま
す
。
石
田
が
実
際
に
感

じ
た
学
校
生
活
が
、
こ
の
絵
に
凝

縮
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
：
市
美
術
館
学
芸
員 

勝
山
）

　

石
田
徹
也
展
を
共
同
開
催
す
る

足
利
市
立
美
術
館（
栃
木
県
足
利

市
通
2
丁
目
14
―
7
☎
０
２
８
４

―
43
―
３
１
３
１
）と
平
塚
市
美

術
館
。
２
館
の
長
い
関
わ
り
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。

河
野
→
二
十
歳
→
石
田

　

足
利
市
立
美
術
館
と
平
塚
市
美

術
館
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
展
覧

会
を
共
同
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

近
現
代
の
知
ら
れ
ざ
る
作
家
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
る
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
が
、２
館
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
「
足
利
市
立
美
術
館
と
は
、
１

～
２
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
展
覧

会
を
共
同
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
開
い
て
き
た
展
覧
会
は
一

見
バ
ラ
バ
ラ
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

実
は
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
」と
、

平
塚
市
美
術
館
の
土ひ

じ

方か
た

明め
い

司じ

館
長

代
理
は
話
し
ま
す
。

　

足
利
市
立
美
術
館
の
江
尻
潔
学

芸
員（
写
真
）は
、
平
塚
市
美
術
館

と
共
同
開

催
し
た
展

覧
会
に
つ

い
て「
平

成
20
年
の
河こ

う

野の

通み
ち

勢せ
い

展
で
、
作
家

の
若
い
時
代
の
作
品
に
現
れ
る
魅

力
を
知
り
ま
し
た
。
続
い
て
23
年

に
画
家
た
ち
の
二
十
歳
の
原
点
展

を
開
い
た
と
こ
ろ
、
石
田
の
作
品

に
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
」

と
経
緯
を
話
し
ま
す
。「
そ
ん
な

折
、
石
田
の
故
郷
・
静
岡
県
の
県

立
美
術
館
が
石
田
の
展
覧
会
を
共

同
開
催
す
る
館
を
探
し
て
い
る
と

知
り
、
足
利
市
と
平
塚
市
、
富
山

県
砺と

波な
み

市
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
」。

　

平
塚
で
も
大
き
な
話
題
と
な
っ

て
い
た
石
田
の
作
品
。
石
田
徹
也

の
ご
遺
族
や
、
静
岡
県
立
美
術
館

な
ど
の
協
力
で
、
今
回
の
石
田
徹

也
展
が
実
現
し
ま
し
た
。

信
頼
関
係
で
結
び
付
く

　
「
展
覧
会
を
開
く
に
は
、
主
に

二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
」と
土

方
館
長
代
理
は
説
明
し
ま
す
。「
一

つ
は
美
術
館
の
学
芸
員
が
独
自
の

企
画
を
立
て
、
作
品
の
出
品
交
渉

や
印
刷
物
の
作
成
な
ど
、
一
連
の

事
務
を
全
て
自
分
た
ち
で
行
う
方

法
。
も
う
一
つ
は
、
イ
ベ
ン
ト
会

社
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
企
画
し

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
販
売
す
る
展

覧
会
を
、
買
い
取
る
方
法
で
す
」。

　

平
塚
市
美
術
館
で
は
、
全
て
の

展
覧
会
を
学
芸
員
が
独
自
で
企
画

し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

ま
す
。出
品
交
渉
な
ど
を
通
し
て
、

他
館
の
学
芸
員
や
作
家
と
の
信
頼

関
係
も
築
い
て
い
ま
す
。

　
「
信
頼
関
係
は
と
て
も
大
切
で

す
。
今
回
の
ノ
ー
ト
公
開
は
、
静

岡
県
立
美
術
館
の
学
芸
員
と
石
田

の
ご
遺
族
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
ま
し
た
」

と
江
尻
学
芸
員
。

　

信
頼
関
係
は
、
そ
の
後
の
収
集

活
動
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。「
信

頼
関
係
が
で
き
た
結
果
、
美
術
館

に
作
品
を
寄
託
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
作
家
の
遺
族
は
、
作
品

の
維
持
に
不
安
を
持
つ
場
合
が
あ

り
ま
す
。
美
術
館
は
優
れ
た
収
蔵

品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

遺
族
は
安
心
で
き
る
。
互
い
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」。

学
芸
員
が
強
み
を
発
揮

　

巡
回
展
で
は
企
画
の
段
階
か

ら
、
ほ
か
の
美
術
館
と
連
携
し
て

展
覧
会
を
組
み
立
て
ま
す
。
印
刷

物
や
パ
ネ
ル
な
ど
を
共
通
化
し
て

制
作
費
用
を
抑
え
る
こ
と
で
、
単

独
で
は
実
施
で
き
な
い
大
き
な
展

覧
会
を
低
予
算
で
実
施
で
き
ま

す
。
ま
た
、
地
理
的
に
離
れ
た
館

を
巡
回
し
、
美
術
館
同
士
が
競
合

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

江
尻
学
芸
員
は「
予
算
の
面
だ

け
で
な
く
、
集
荷
や
調
査
を
各
地

方
館
で
分
担
で
き
る
の
で
動
き
が

と
り
や
す
い
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
２

年
後
に
も
、
平
塚
市
美
術
館
と
足

利
市
立
美
術
館
を
含
ん
だ
５
館

で
、
詩
人
と
絵
に
ま
つ
わ
る
展
覧

会
を
共
同
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
「
共
同
企
画
の
展
覧
会
は
非
常

に
実
り
豊
か
で
す
。
各
館
の
学
芸

員
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
共
同
企
画
の
展
覧
会
を

開
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

㊤「めばえ」平成10年頃。145.6㌢×
206㌢。静岡県立美術館蔵。㊧は
原案とみられるノート。顕微鏡と
男が一体化したスケッチと「けんび
きょう」「きかいてきに」「見る人」

「質屋」「品定め」と書かれている。
㊨は拡大図。消しゴムの「やわら
か non dust eRAser」の文字やバー
コードなどが見て取れる。
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教
育
委
員
会
の
嘱
託
員

　

幼
稚
園
教
諭
1
人
。
勤
務
日
数

は
週
5
日
、
月
額
賃
金
は
15
万
7

9
0
0
円
の
予
定
。
採
用
予
定
日

は
6
月
1
日
以
降
。
雇
用
期
間
は

1
年
度
以
内
。
試
験
は
4
月
21
日

（
月
）。

募　

豊
原
分
庁
舎
1
号
館
2
階
の

教
育
総
務
課
☎
35
―
8
1
1
3
や

市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
受
験
申
込
書

を
、
直
接
、
4
月
4
日（
金
）〜
11

日（
金
）の
平
日
、
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
に
、
同
課
へ
。

介
護
相
談
員

　

介
護
保
険
施
設
の
訪
問
な
ど
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声
を
聞

き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
反

映
さ
せ
ま
す
。
養
成
研
修
が
あ
り

ま
す
。

　

市
内
在
住
で
、
平
日
の
施
設
訪

問
や
連
絡
会
に
参
加
で
き
る
方
2

人（
選
考
）。
応
募
書
類
な
ど
詳
細

は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

応
募
書
類
を
、
直
接
、
4
月

25
日（
金
）ま
で
の
平
日
、
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
に
、
南
附
属

庁
舎
1
階
の
介
護
保
険
課
☎
21
―

8
7
9
0
へ
。

市
青
少
年
海
外
派
遣
団

　

夏
休
み
に
姉
妹
都
市
・
米
国
カ

ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
を
訪
問

し
ま
せ
ん
か
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、

文
化
施
設
の
見
学
を
し
ま
す
。

　

7
月
25
日（
金
）〜
8
月
4
日

（
月
）の
11
日
間
。
市
内
在
住
の
中

学
生
・
高
校
生
16
人（
選
考
）。
参

加
者
負
担
金
13
万
円（
保
険
料
な

ど
を
除
く
）。

募　

青
少
年
課
☎
32
―
7
0
2
9

や
公
民
館
、
市
ウ
ェ
ブ
な
ど
に
あ

る
申
込
書
を
、
直
接
、
4
月
26
日

（
土
）午
後
5
時
ま
で
に
、同
課
へ
。

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
先
店
舗

　

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
や
販
売

を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
知
識
や

経
験
が
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
市

内
の
店
舗
に
派
遣
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
年
度
内
で
3
回
以

内
、
1
回
2
時
間
以
内
。
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
店
舗
①
市
内
の

小
売
業
・
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
対

象
業
種
や
大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
な
ど
は
除
く
）②
資
本

金
・
出
資
額
が
5
0
0
0
万
円
以

下
、ま
た
は
従
業
員
数
が
小
売
業
・

飲
食
業
で
50
人
以
下
、
サ
ー
ビ
ス

業
で
100
人
以
下
③
暴
力
団
と
の
関

わ
り
が
な
い
④
市
税
の
滞
納
が
な

い
。
6
店
舗（
選
考
）。

募　

豊
原
分
庁
舎
2
号
館
1
階
の

商
業
観
光
課
☎
35
―
8
1
0
7

35
―
8
1
2
5
や
市
ウ
ェ
ブ
に
あ

る
申
込
書
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
4
月
25
日（
金
）ま

で
に
、
同
課
へ
。

七
夕
ま
つ
り
の
子
ど
も
飾
り

　

7
月
4
日（
金
）〜
6
日（
日
）の

湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
で
、

紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広
場
に
飾
る
子

ど
も
飾
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
く
す
玉
・
短
冊
な
ど
の
基
本

的
な
材
料
は
支
給
し
ま
す
。

　

園
児
や
児
童
を
含
む
団
体
・
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
24

組（
抽
選
）。

募　

豊
原
分
庁
舎
2
号
館
1
階
の

商
業
観
光
課
☎
35
―
8
1
0
7
や

市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
4
月
25
日（
金
）

ま
で
の
平
日
、
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
に
、
同
課
へ
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
習
会

　

地
域
で
活
動
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
知
識
や
技
術

を
、
キ
ャ
ン
プ
や
福
祉
講
習
な
ど

で
学
び
ま
す
。

　

5
月
〜
10
月
、
全
6
回
。
市
内

在
住
の
中
学
生
80
人（
抽
選
）。

募　

学
校
で
配
る
申
込
書
を
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
4
月
22
日（
火
）

ま
で
に
、
〒
254
―
0041
浅
間
町
12
―

41
青
少
年
課
☎
32
―
7
0
2
9

へ
。
市
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。

市
民
提
案
型
の
協
働
事
業

　

市
と
の
協
働
で
地
域
課
題
の
解

決
な
ど
を
図
る
、
市
民
提
案
型
の

協
働
事
業
を
提
案
し
ま
せ
ん
か
。

説
明
会　

市
民
と
行
政
の
協
働
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
も
し
ま

す
。
4
月
19
日（
土
）午
後
2
時
〜

4
時
30
分
。市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

50
人（
先
着
順
）。

募　

企
画
提
案
書
を
、
直
接
、
4

月
21
日（
月
）〜
5
月
20
日（
火
）

に
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
21
―

7
5
3
4
へ
。
説
明
会
は
、
電
話

で
、
同
セ
ン
タ
ー
☎
21
―
7
5
1

7
へ
。

ガ
イ
ド
と
巡
る
文
化
資
源

　

豊
田
の
史
跡
コ
ー
ス
。
自
転
車

や
オ
ー
ト
バ
イ
で
は
同
行
で
き
ま

せ
ん
。

　

4
月
27
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分
。
約
4
・
2
㌔

㍍
。荒
天
中
止
。神
奈
中「
打
間
木

下
」バ
ス
停
に
集
合
。
300
円
。
中

学
生
以
下
は
無
料
。

募　

コ
ー
ス
名
・
全
員
の
必
要
事

項
を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、4
月
20
日（
日
）ま
で
に
、社

会
教
育
課
☎
35
―
8
1
2
4

34

―
5
5
2
2

k-shakai@

へ
。

成
人
式
実
行
委
員

　

平
成
27
年
の
成
人
式
を
企
画
し

ま
す
。
5
月
下
旬
か
ら
月
1
回
程

度
、
活
動

し
ま
す
。

　

市
内
在

住
で
、
平

成
27
年
成

人
式
の
対

象
者（
平

成
6
年
4

月
2
日
〜
7
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）10
人
程
度
。

募　

電
話
で
、
4
月
30
日（
水
）ま

で
に
、
青
少
年
課
☎
32
―
7
0
2

9
へ
。

子
ど
も
美
術
教
室
春
コ
ー
ス

　

5
月
10
日
〜
7
月
19
日
の
土
曜

日
、
全
6
回
、
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
。
青
少
年
会
館
。
市
内

在
住
の
小
学
校
4
年
生
〜
中
学
生

20
人（
抽
選
・
初
め
て
の
方
優
先
）。

筆
記
用
具
・
水
彩
絵
の
具
。
1
5

0
0
円
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項
・
学
年
・

参
加
経
験
の
有
無
を
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

4
月
22
日（
火
）ま
で
に
、
〒
254
―

0041
浅
間
町
12
―
41
青
少
年
課
☎
32

―
7
0
2
9

31
―
1
4
4
1

seishonen@

へ
。

び
わ
青
少
年
の
家
の
夏
休
み

利
用

　

夏
休
み
の
7
月
19
日（
土
）〜
8

月
31
日（
日
）に
、
び
わ
青
少
年
の

家（
土
屋
2
7
1
0
―
1
）を
利
用

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
が
主
体
の
10
人
以
上
の
団
体
。

利
用
は
1
泊
2
日
ま
で
。
4
月
26

日（
土
）午
前
10
時
か
ら
同
施
設
で

公
開
抽
選
し
ま
す
。

募　

電
話
で
、
4
月
4
日（
金
）〜

16
日（
水
）に
、
び
わ
青
少
年
の
家

☎
59
―
0
8
7
1
へ
。

お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
5
月
17

日（
土
）、総
合
公
園
で
開
き
ま
す
。

雨
天
中
止
。
飲
食
物
・
動
植
物
な

ど
の
生
き
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

係
な
い
手
作
り
品
・
電
気
製
品
は

販
売
で
き
ま
せ
ん
。

　

プ
ロ
を
除
く
市
内
在
住
の
個

人・グ
ル
ー
プ
100
店（
抽
選
）。500
円
。

募　

必
要
事
項
・
販
売
す
る
品
物
・

当
日
の
交
通
手
段
を
、
往
復
は
が

き（
1
グ
ル
ー
プ
1
枚
）で
、
4
月

11
日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―
0014
四

之
宮
7
―
3
―
5
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
☎
51
―
5
3
0
1
へ
。

湘
南
ひ
ら
つ
か
シ
ロ
ギ
ス
沖

釣
り
大
会

　

5
月
10
日（
土
）午
前
7
時
30
分

〜
午
後
1
時
。
受
付
は
午
前
6
時

〜
7
時
。
平
塚
沖
。
荒
天
の
場
合

は
5
月
24
日（
土
）に
延
期
。
高
校

生
以
上
の
方
240
人（
先
着
順
）。
6

0
0
0
円
。

募　

電
話
で
、
浅
八
丸
☎
21
―
0

9
0
4
・
豊
漁
丸
☎
22
―
5
9
5

6
・
庄
治
郎
丸
☎
21
―
1
3
1
2
・

庄
三
郎
丸
☎
21
―
1
0
1
2
へ
。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
・
市
民
大

学
講
座

　

中
央
公
民
館
な
ど
。
高
校
生
を

除
く
18
歳
以
上
の
方
40
人（
抽
選
、

市
内
在
住
の
方
・
初
め
て
の
方
を

優
先
）。
300
円
。
現
地
見
学
の

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254-8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　4月7日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所・消防署
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

新館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

募　

集

応
募
方
法
の

詳
細
は
下
段

　受験資格などの詳細は、募集案内や市ウェ
ブをご覧ください。
Ⓐ市職員　10月1日採用予定　①一般事務Ａ5
人②土木技師4人③建築技師3人④電気技師1
人⑤機械技師1人⑥保育士3人。
平成27年4月1日採用予定　⑦一般事務Ａ20人
⑧同Ｂ（社会福祉士）1人⑨同Ｃ（精神保健福祉
士）1人⑩土木技師3人⑪建築技師1人⑫電気技
師1人⑬保育士6人⑭学芸員（地質）1人。
　①平成元年4月2日～4年4月1日②③④⑤昭
和49年4月2日～平成4年4月1日⑥元年4月2日
～6年4月1日⑦元年4月2日～5年4月1日⑧⑩⑪
⑫⑭昭和49年4月2日～平成5年4月1日⑨昭和
49年4月2日以降⑬平成元年4月2日～7年4月1
日、の生まれの方。
Ⓑ市嘱託員　①健康相談室②ひらつか市民活
動センター事務③女性のための相談窓口相談
④精神保健福祉相談⑤理学療法士⑥保健師⑦
助産師、各１人。
　勤務日数は週3～5日、月額賃金は18万2,30
0円～12万9,500円の予定で、職種により異な
ります。採用予定日は6月1日以降。第1次試
験は4月26日（土）。
募　本庁舎3階の職員課☎21-8762や公民館、
市ウェブなどにある申込書を、Ⓐは郵送で、
4月9日（水）～18日（金）に、Ⓑは本人が直接、
4日（金）～18日（金）の平日、午前8時30分～午
後5時に、同課へ。

←
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お
知
ら
せ

市
総
合
計
画
平
成
26
年
度
版

実
施
計
画
を
策
定

　

平
成
26
年
度
か
ら
向
こ
う
３
年

間
を
見
据
え
た
、
平
成
26
年
度
版

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

大
型
事
業（
新
庁
舎
建
設
、
市

民
病
院
整
備
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整

備
推
進
）の
着
実
な
推
進
を
図
り

ま
す
。「
安
心
・
安
全
へ
の
対
応
」

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
社
会
資

本
の
再
構
築
」「
将
来
世
代
の
育

成
」な
ど
、
173
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
、
公
民
館
な
ど

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
☎
21
―
８
７
６
０

ひ
ら
つ
か
協
働
経
営
プ
ラ
ン

２
０
１
４
を
策
定

　

市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
ひ

ら
つ
か
協
働
経
営
プ
ラ
ン
２
０
１

４
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
50
事
業
か
ら
37
事
業

を
継
続
。「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

推
進
」「
未
利
用
土
地
等
資
産
活
用

検
討
」な
ど
４
事
業
を
新
た
に
位

置
付
け
、
41
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。
平
成
26
年
度
は
２
億
２
２
０

２
万
９
０
０
０
円
の
財
政
健
全
化

効
果
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
市

ウ
ェ
ブ
、
公
民
館
な
ど
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
☎
21
―
８
７
６
０

エ
コ
な
生
活
を
応
援
し
ま
す

　

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活

用
す
る
施
設
を
自
宅
に
設
置
・
購

入
す
る
市
内
在
住
の
方
に
対
し

て
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　

住
宅

の
屋
根
な
ど
に
設
置
す
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
電
力
会
社
と

電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
場

合
。
１
基
に
つ
き
３
万
円
。

②
家
庭
用
燃
料
電
池（
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
）　

ガ
ス
か
ら
取
り
出

し
た
水
素
で
発
電
し
、
排
熱
を
給

湯
シ
ス
テ
ム
で
利
用
す
る
施
設
。

１
基
に
つ
き
４
万
円
。

③
雨
水
貯
留
槽
施
設　

雨
ど
い
か

ら
集
め
た
雨
水
を
一
時
的
に
貯

め
、散
水
な
ど
に
利
用
す
る
施
設
。

タ
ン
ク
本
体
購
入
費
の
２
分
の

１
、
３
万
円
ま
で
。

④
浄
化
槽
転
用
雨
水
貯
留
槽
施
設

　

公
共
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事

で
不
用
と
な
る
既
設
の
浄
化
槽

を
、
雨
水
貯
留
槽
に
転
用
し
た
施

設
。
集
水
管
・
浄
化
槽
本
体
・
ポ

ン
プ
施
設（
固
定
式
）・
散
水
設
備
・

排
水
管
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
設
置
費
用
の
２
分
の
１
、
４

万
円
ま
で
。

⑤
電
動
生
ご
み
処
理
機　

微
生
物

を
利
用
し
て
生
ご
み
を
分
解
・
消

滅
・
堆
肥
化
ま
た
は
熱
処
理
し
、

生
ご
み
を
乾
燥
さ
せ
て
、
容
量
を

減
ら
す
、
電
動
の
処
理
機
。
処
理

機
本
体
購
入
費
の
２
分
の
１
、
３

万
円
ま
で
。

問　

①
②
は
環
境
政
策
課
☎
21
―

９
７
６
２
③
④
は
下
水
道
経
営
課

☎
21
―
８
７
８
５
⑤
は
循
環
型
社

会
推
進
課
☎
内
線
２
２
３
８
へ
。

電
気
自
動
車
の
購
入
費
を
補
助

　

購
入
前
に
、
事
前
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
車
種
な
ど
も
条
件
が

あ
り
ま
す
。

　

①
市
内
に
１
年
以
上
在
住
の
方

②
市
内
に
１
年
以
上
事
業
所
な
ど

が
あ
る
法
人
・
個
人
事
業
者
③
県

内
に
１
年
以
上
事
業
所
な
ど
が
あ

る
リ
ー
ス
事
業
者
で
①
②
に
リ
ー

ス
す
る
場
合
。

　

１
台
５
万
円
。
③
を
除
き
１
対

象
者
１
台
。

問　

環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７
６
２

外
国
語
の
防
災
ラ
ジ
オ
放
送

　

外
国
籍
の
方
へ
の
防
災
情
報
を

Ｆ
Ｍ
湘
南
ナ
パ
サ（
78
・
3
㍋
㌹
）

で
、
４
月
か
ら
、
月
～
金
曜
日
の

午
後
5
時
40
分
～
5
時
45
分
の
５

分
間
、
放
送
し
ま
す
。
英
語
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語
・
ス

ペ
イ
ン
語
・
中
国
語
の
順
に
、
曜

日
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
。

問　
災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３
４

野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
を
補
助

　

健
康
状
態
が
良
い
、
市
内
の
野

良
猫
を
、
県
内
で
開
業
し
て
い
る

獣
医
師
に
、
市
内
在
住
の
方
が
手

術
さ
せ
る
場
合
、
補
助
し
ま
す
。

１
匹
に
つ
き
、
メ
ス
４
０
０
０
円

ま
で
、
オ
ス
２
０
０
０
円
ま
で
。

　

本
庁
舎
４
階
の
環
境
政
策
課
や

公
民
館
に
あ
る
申
請
書
を
、直
接
、

手
術
の
前
に
、
同
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７
６
２

災
害
活
動
支
援
車
な
ど
を
購
入

　

災
害
活
動
支
援
車
１
台
を
初
め

て
導
入
し
、
消
防
署
大
野
出
張
所

（
東
豊
田
448
―
３
）に
配
備
し
ま
し

た
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
緊
急

消
防
援
助
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
、
隊
員
の
活
動
を
長
期
的
に
支

え
ま
す
。
ま
た
、金
目
出
張
所（
南

金
目
１
２
５
６
―
１
）で
消
防
ポ

ン
プ
車
を
１
台
、
大
野
出
張
所
と

土
沢
分
遣
所（
上
吉
沢
395
）で
高
規

格
救
急
自
動
車
を
各
１
台
、
更
新

し
ま
し
た
。

問　
消
防
総
務
課
☎
21
―
９
７
２
５

湘
南
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
　
朝
市

　

地
元
産
の
魚
・
野
菜
な
ど
の
販

売
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
し
ま
す
。

午
前
７
時
40
分
ご
ろ
か
ら
歌
声
朝

市
を
し
ま
す
。

　

４
月
20
日（
日
）午
前
７
時
～
８

時
。
小
雨
決
行
。
総
合
公
園
南
駐

車
場
。

問　

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５

８
・
当
日
の
午
前
６
時
～
８
時
30

分
は
開
催
本
部
☎
090
―
３
２
１
５

―
０
１
０
６
へ
。

八
幡
山
の
洋
館
を
一
般
開
放

　

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念

館
を
月
１
回
、
水
曜
日
に
一
般
開

放
し
ま
す
。
館
内
を
自
由
に
見
学

で
き
る
ほ
か
、
午
前
10
時
～
午
後

５
時
ま
で
カ
フ
ェ
も
開
き
ま
す
。

　

４
月
16
日
・
５
月
28
日
の
水
曜

日
。
６
月
以
降
の
予
定
は
同
館

ウ
ェ
ブ
で
、
前
月
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問　

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記

念
館
☎
35
―
７
１
１
４

市
民
活
動
フ
ァ
ン
ド
報
告
会

　

市
内
の
市
民
活
動
団
体
を
支
援

す
る
、
公
益
信
託
ひ
ら
つ
か
市
民

活
動
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
を
25
年
度

に
受
け
た
10
団
体
が
、
活
動
成
果

を
報
告
し
ま
す
。
フ
ァ
ン
ド
へ
の

100
円
以
上
の
寄
付
と
本
を
交
換
す

る「
た
す
け
愛
文
庫
古
本
市
」も
午

後
６
時
ま
で
開
き
ま
す
。

　

４
月
26
日（
土
）午
後
２
時
～
５

時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

問　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
21
―

７
５
１
７

譲
り
ま
す・譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

不
用
品
の
登
録
や
あ
っ
せ
ん

を
、
随
時
電
話
な
ど
で
受
け
付
け

ま
す
。
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
で
確

認
で
き
ま
す
。

譲
り
ま
す　

学
習
机
な
ど
。

譲
っ
て
く
だ
さ
い　

自
転
車
用
補

助
イ
ス
な
ど
。

問　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―

５
３
０
１

①施設整備助成　平成26年度から、助成期間を2年
延長して７年に、上限も2億円増やして累計５億円に
拡充します。さらに、初年度に限り、ⓐ建物・償却
資産を市内企業に発注・支払いした場合、対象固定
資産税等相当額の2分の１の「市内発注奨励助成」ⓑ研
究所・情報通信業または５,０００平方㍍以上の土地の
場合、対象の固定資産税等相当額の2分の１の「企業
立地奨励助成」も始めます。
　新規立地や既存工場の拡張に要した土地・建物な
どの投資額が３億円（中小企業は５,０００万円）以上の場
合、固定資産税等相当額の2分の１を助成します。
②新規雇用助成　①と合わせて、常用の従業員とし
て市内在住者を１年以上雇う場合、2１人目から１人当
たり３０万円（中小企業の場合は１人目から、１人当た
り５０万円）総額１,０００万円まで助成します。2０歳未満
の方・6０歳以上の方・障がい者を雇用した場合は１
人当たり2０万円を加算します。
③環境設備助成　①と合わせて、雨水活用設備・太
陽光発電設備・風力発電設備を設置した場合、上限
１００万～３００万円まで助成します。
④中小企業設備投資促進助成　製造業を営む中小企
業が、事業拡大や新製品開発などで2,０００万円以上
の設備投資をした場合、購入額の2㌫、３００万円まで
助成します。平成26年度から、市内企業に発注・支
払いした場合、５㌫に引き上げます。
　太陽光発電設備を導入し、市内企業に発注・支払
いした場合、発電能力に応じて１００万円まで助成す
る環境設備への助成も始めます。

問　産業振興課☎2１―９７５８

施
設
入
場
料
・
交
通
費
な
ど
は

実
費
負
担
で
す
。

①
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー「
健
康
に
暮

ら
す
ヒ
ン
ト　

平
塚
市
民
病
院
の

現
場
か
ら
」　

市
民
病
院
の
医
療

現
場
で
働
く
方
々
か
ら
最
新
の
知

識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
希
望

回
だ
け
の
受
講
も
で
き
ま
す
。
５

月
23
日
～
７
月
25
日
の
金
曜
日
、

全
５
回
、午
後
３
時
～
４
時
15
分
。

②
市
民
大
学
講
座「
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
楽
し
み　

人
生
を
深
め
る
モ

ノ
の
ち
か
ら
」　

美
術
品
な
ど
個

性
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
あ

げ
た
方
々
か
ら
コ
レ
ク
タ
ー
に
な

る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。
５
月
24

日
～
７
月
５
日
の
土
曜
日
、
全
７

回
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
。

③
市
民
大
学
講
座「
チ
ェ
コ
の
作

家
カ
レ
ル･

チ
ャ
ペ
ッ
ク
の
人
生

の
楽
し
み
方　

園
芸
を
愛
し
た
文

学
者
の
生
涯
」　

チ
ャ
ペ
ッ
ク
の

家
と
庭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
休
憩
所

が
あ
る
花か

菜な

ガ
ー
デ
ン（
寺
田
縄

496
―
１
）や
、
市
美
術
館
を
現
地

見
学
し
ま
す
。
６
月
19
日
～
７
月

31
日
の
木
曜
日
、
全
７
回
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時
。

募　

講
座
名
・
必
要
事
項
を
、
は

が
き（
１
枚
に
つ
き
１
講
座
）ま
た

は
直
接
、５
月
２
日（
金
）ま
で
に
、

〒
254
―
0047
追
分
１
―
20
中
央
公
民

館
☎
34
―
２
１
１
１
へ
。

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
り
ま
す

　

４
月
21
日（
月
）～
25
日（
金
）、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、

本
庁
舎
４
階
の
環
境
政
策
課
で
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
り
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
、
み
ど
り
の
カ
ー

テ
ン
を
家
庭
で
設
置
し
、
終
了
後

に
、
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で

き
る
方
。
300
株
、
１
世
帯
５
株
ま

で（
先
着
順
）。

募　

必
要
事
項
を
、は
が
き
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
環
境
政
策
課

☎
21
―
９
７
６
２

21
―
９
６
０

３

kankyo-s@

へ
。

　ダンスに手話を取り入れたパフォーマン
スで活躍している５人グループ「Ｈ

ハ ン ド

ＡＮＤ　
Ｓ
サ イ ン

ＩＧＮ」が、手話ダンスを教えます。
　４月１７日～７月３日の木曜日、全７回、午後
７時～９時。トッケイセキュリティ平塚総合
体育館。全日程に参加できる方４０人（抽選、
市内在住・在勤・在学の方を優先）。
募　必要事項・性別・年齢・障がいの有
無を、ファクス・メールで、４月１３日（日）
までに、スポーツ課☎３１―３０6０ ３１―９6４０
handsign@へ。

↓
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　桜が咲く季節は、勉強に対する
関心と不安が、ご家庭でも高まる
時期でもありますね。そんなとき
に、学習相談を勧める電話がか
かってくることがあります。
　学習相談と無料体験を了承する
と、ベテラン家庭教師がやってき
ます。体験ですっかりその気に
なったお子さんを見て、始めるな
らば「今しかない」という気になる
のが親心。契約の話になると、家
庭教師の派遣だけではなく、教材
の購入もセットで必要だと言わ
れ、学校を卒業するまでの教材を
まとめて購入することに……。そ
の後、実際に派遣された家庭教師

は無料体験
と違い、態
度や指導法
が期待はず
れのことも
あります。
派遣を取り
やめ、教材
の返品を申し出ると、高額な解約
料を提示され、納得がいかない、
という相談が消費生活センターに
寄せられています。
　その気になっても、その日に契
約せずに、契約書を読んで、じっく
り検討しましょう。家庭教師や教
材の契約には法律の規制があり、
クーリングオフ制度や中途解約時
の違約金について定めがありま
す。おかしいと思ったときは、消費
生活センターにご相談ください。

健
康
と
福
祉
応
募
方
法
の

詳
細
は
４
面

特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
助

成
を
始
め
ま
す

　

不
妊
に
悩
む
夫
婦
が
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
の
特
定
不
妊
治
療

を
受
け
た
場
合
、
治
療
費
の
一
部

を
4
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
満
た
す
市
内
に
1

年
以
上
在
住
の
夫
婦
①「
県
不
妊

に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事

業
」の
助
成
承
認
を
受
け
て
い
る

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
、
な
ど
。

1
回
5
万
円
ま
で
。

問　

健
康
課
☎
55
―
2
1
1
1

布
団
の
乾
燥
・
丸
洗
い
が
変

わ
り
ま
す

　

月
に
1
回
、
敷
布
団
・
掛
け
布

団
を
乾
燥
・
丸
洗
い
し
ま
す
。
4

月
か
ら
対
象
者
を
広
げ
、
料
金
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
①

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
②
病
気

な
ど
に
よ
り
布
団
で
過
ご
す
時
間

が
長
い
③
本
人
や
同
居
家
族
が
布

団
の
乾
燥
・
丸
洗
い
が
で
き
な
い

④
布
団
を
清
潔
に
保た

も

て
な
い
。
住

民
税
課
税
世
帯
は
1
枚
当
た
り
乾

燥
500
円
・
丸
洗
い
1
0
0
0
円
。

非
課
税
・
生
活
保
護
の
世
帯
は
減

額
し
ま
す
。

問　
高
齢
福
祉
課
☎
21
―
8
7
7
8

地
域
福
祉
計
画（
第
3
期
）を

策
定

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
だ
け
で

な
く
、
お
互
い
に
支
え
合
う
社
会

を
実
現
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
計

画
で
す
。
第
3
期
で
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
の「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」と
一
体
的
に
策
定
す
る
こ

と
で
、
総
合
的
な
地
域
福
祉
の
推

進
を
目
指
し
ま
す
。
図
書
館
や
公

民
館
な
ど
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
総
務
課
☎
21
―
9
8
4
8

が
ん
集
団
検
診
・
結
核
健
診

　

日
程
・
会
場
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。
先
着
順
。
①
胃
が
ん
②

大
腸
が
ん
③
子
宮
が
ん
④
乳
が
ん

⑤
結
核
健
診
。

　

市
内
在
住
の
方
。
対
象
は
、
平

成
27
年
3
月
31
日
時
点
で
①
②
40

歳
以
上
③
20
歳
以
上
の
女
性
④
40

歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性（
平

成
25
年
度
に
受
診
し
て
い
な
い
方

は
奇
数
年
齢
で
も
受
診
で
き
ま

す
）⑤
65
歳
以
上
。

　

①
1
4
0
0
円
②
500
円
③
1
0

0
0
円
④
2
0
0
0
円
⑤
無
料
。

募　

必
要
事
項
・
性
別
・
生
年
月

日
・
年
齢
・
希
望
検
診
名
と
第
1
・

第
2
希
望
日
を
、
は
が
き
ま
た
は

直
接
、
〒
254
―
0082
東
豊
田
448
―
3

健
康
課
☎
55
―
2
1
1
1
へ
。

風
し
ん
予
防
接
種
を
引
き
続

き
助
成
し
ま
す

　

平
成
27
年
3
月
31
日（
火
）ま

で
、
1
人
1
回
に
限
り
、
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）5

0
0
0
円
ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
3
0
0
0
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
、
過
去
に
風
し
ん

に
か
か
っ
た
方
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
た
方
・
妊
娠
し
て
い

る
方
を
除
く
①
妊
娠
を
予
定
・
希

望
し
て
い
る
女
性
②
妊
娠
し
て
い

る
女
性
の
配
偶
者
。
住
所
が
確
認

で
き
る
健
康
保
険
証
な
ど
。
②
の

方
は
母
子
手
帳
の
原
本
ま
た
は
父

親
の
氏
名
の
部
分
の
写
し
。

　

接
種
で
き
る
病
院
や
注
意
点
な

ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課
☎
55
―
2
1
1
1

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
」を

調
査

　

高
齢
者
の
実
情
を
把
握
し
、
見

守
り
・
安
否
確
認
な
ど
の
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
調
査
し

ま
す
。
4
月
4
日（
金
）〜
5
月
15

日（
木
）に
民
生
委
員
児
童
委
員
が

訪
問
し
、
調
査
票
を
配
り
ま
す
。

　

4
月
1
日
現
在
、
75
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
。
該
当
す

る
方
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の

訪
問
が
な
い
場
合
は
、
高
齢
福
祉

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
高
齢
福
祉
課
☎
21
―
8
7
7
8

横
内
・
な
で
し
こ
地
区
に
町

内
福
祉
村
が
オ
ー
プ
ン

　

町
内
福
祉
村
は
、
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
、
困

り
事
の
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
や

相
談
、
茶
話
会
な
ど
、
地
域
で
支

え
合
う
地
域
福
祉
の
拠
点
で
す
。

　

横
内
地
区（
横
内
）町
内
福
祉
村

「
横
内
ス
マ
イ
ル
広
場
」（
横
内
3

7
9
0
―
2
）。
月
〜
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
。
☎

53

―
8
5
0
1
。

　

な
で
し
こ
地
区（
撫
子
原
、
花

水
台
、
唐
ケ
原
、
黒
部
丘
・
虹
ケ

浜
の
一
部
）町
内
福
祉
村（
撫
子
原

12
―
54
な
で
し
こ
公
民
館
）。
水

〜
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
。
☎

35
―
1
3
2
8
。

問　

福
祉
総
務
課
☎
21
―
9
8
4
8

身
体
障
が
い
者
の
義
肢
・
装

具
な
ど
の
相
談

　

必
要
な
義
肢
・
装
具
の
作
製
・

修
理
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

完
成
ま
で
に
3
回
程
度
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
本
人
が
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

4
月
24
日
・
5
月
22
日
・
6
月
26

日
・
7
月
31
日
の
木
曜
日
、午
後
1

時
〜
3
時
30
分
。
平
塚
合
同
庁
舎

（
西
八
幡
1
―
3
―
1
）別
館
Ａ
・

Ｂ
会
議
室
。18
歳
以
上
で
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
・
印.

・
現
在

使
っ
て
い
る
補
装
具
な
ど
。

募　

前
日
ま
で
に
、
障
が
い
福
祉

課
☎
21
―
8
7
7
4

35
―
5
7

7
0
へ
。

食
事
で
で
き
る
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防

　

5
月
22
日（
木
）午
前
10
時
〜
午

後
1
時
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
エ
プ

ロ
ン
・
三
角
巾
・
布
巾
。
500
円
。

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
40
人（
先

着
順
）。

募　

教
室
名
・
開
催
日
・
必
要
事

項
・
生
年
月
日
を
、
は
が
き
で
、

〒
254
―
0082
東
豊
田
448
―
3
健
康
課

☎
55
―
2
1
1
1
へ
。

肺
の
生
活
習
慣
病
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

　

慢
性
閉へ

い
そ
く塞
性
肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
）を
紹
介
し
ま
す
。
希
望
者
は

肺
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

　

5
月
22
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
40
人（
先
着
順
）。

筆
記
用
具
・
健
康
手
帳
。

募　

電
話
で
、
健
康
課
☎
55
―
2

1
1
1
へ
。

プ
ー
ル
で
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
介

護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
。
先
着
順
。
応
募
は
年
度
内
3

回
ま
で
。水
着・水
泳
帽・タ
オ
ル
。

　

①
5
月
1
日
〜
7
月
3
日
の
木

曜
日
、
全
9
回
、
午
前
9
時
〜
11

時
。
レ
オ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

平
塚
校（
平
塚
5
―
22
―
18
）。
35

人
②
5
月
7
日
〜
7
月
2
日
の
水

曜
日
、
全
9
回
、
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
。
キ
ッ
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
平

塚（
代
官
町
1
―
16
）。
20
人
。

募　

電
話
で
、
①
は
日
曜
日
を
除

く
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
に
、
レ

オ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
平
塚
校

☎
34
―
3
5
7
5
②
は
木
曜
日
を

除
く
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
に
、

キ
ッ
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
平
塚
☎
24
―

7
9
9
7
へ
。

く
す
の
木
体
操
講
習
会

　

5
月
16
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
。
南
部
福
祉
会
館（
袖
ケ

浜
20
―
1
）。
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・

バ
ス
タ
オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
。

問　

健
康
課
☎
55
―
2
1
1
1

腹
囲
マ
イ
ナ
ス
教
室

　

5
月
24
日
〜
7
月
19
日
の
土
曜

日
、
全
6
回
、
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内
在

住
・
在
勤
で
、
医
師
か
ら
運
動
制

限
を
受
け
て
い
な
い
方
25
人（
先

着
順
・
全
て
の
回
に
参
加
で
き
る

方
を
優
先
）。
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・

室
内
用
運
動
靴
。
1
0
0
0
円
。

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

募　

電
話
で
、
健
康
課
☎
55
―
2

1
1
1
へ
。

野
の
花
で
押
し
花
体
験

　

摘
ん
だ
野
の
花
を
使
っ
た
押
し

花
で
、
グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
す
。

　

5
月
13
日
・
20
日
の
火
曜
日
、

全
2
回
、
午
前
10
時
〜
正
午
。
七

国
荘（
土
屋
4
5
9
4
）。
2
回
と

も
体
験
で
き
る
、
市
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
方
20
人（
抽
選
）。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
4
月
7

日（
月
）午
前
9
時
30
分
か
ら
、
七

国
荘
☎
58
―
1
2
6
5
へ
。

日程 会場 ① ② ③④ ⑤
4月29日 祝 市役所 ○ ○ ○ -
5月10日 土 市役所 ○ ○ ○ ○
5月12日 月 ＪＡ湘南土沢支所 ○ ○ - -
5月16日 金 港ベイサイドホール ○ ○ ○ -
6月1日 日 保健センター ○ ○ ○ -
6月16日 月 神田公民館 ○ ○ ○ -
6月24日 火 保健センター ○ ○ ○ -
7月5日 土 保健センター ○ ○ - -
7月12日 土 保健センター※ ○ ○ ○ ○
7月16日 水 ＪＡ湘南岡崎支所 ○ ○ - -
7月30日 水 港ベイサイドホール ○ ○ ○ ○
8月7日 木 金田公民館 ○ ○ ○ -
8月14日 木 保健センター ○ ○ ○ ○
8月24日 日 保健センター ○ ○ - -
9月5日 金 保健センター※ ○ ○ ○ -
9月13日 土 保健センター ○ ○ ○ -
9月25日 木 旭南公民館 ○ ○ ○ ○
9月26日 金 協同健康保険会館 ○ ○ - -
9月29日 月 教育会館 ○ ○ - -
10月11日 土 教育会館　 ○ ○ - -
10月13日 祝 保健センター※ - ○ ○ -
10月28日 火 保健センター ○ ○ ○ -
10月30日 木 旭南公民館 ○ ○ - -
11月10日 月 保健センター※ ○ ○ ○ ○
11月26日 水 保健センター ○ ○ ○ -
12月2日 火 旭南公民館 ○ ○ ○ -
12月16日 火 協同健康保険会館 ○ ○ - -
12月20日 土 保健センター ○ ○ ○ ○
1月8日 木 保健センター ○ ○ - -
1月17日 土 保健センター ○ ○ ○ -
1月24日 土 保健センター ○ ○ - -
1月25日 日 保健センター※ - ○ ○ -
1月30日 金 保健センター ○ ○ ○ ○
2月6日 金 保健センター ○ ○ ○ -
2月15日 日 保健センター ○ ○ ○ -
2月20日 金 保健センター※ - ○ ○ -
2月28日 土 保健センター ○ ○ ○ ○

が
ん
集
団
検
診
・
結
核
健
診
の
日
程　
　

※
は
保
育（
予
約
制
）が
あ
り
ま
す

消費生活センター☎21-7530

知 安心って

家庭教師と高額教材
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平塚市役所　〒254−8686　平塚市浅間町9−1　☎0463−23−1111　 0463−23−9467
広報ひらつか　第1004号7

市 民 相 談

体
育
館
を
個
人
開
放
し
ま
す

　

①
金
目
中
学
校（
南
金
目
１
０

１
３
―
２
）。
４
月
14
日
・
28
日
、

5
月
12
日
・
26
日
の
月
曜
日
、
午

後
７
時
～
９
時
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
②
み
ず

ほ
小
学
校（
北
金
目
２
―
39
―

１
）。
４
月
19
日
、
5
月
17
日
の

土
曜
日
、
午
後
１
時
～
４
時
。
卓

球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

小
学
校
３
年
生
以
下
と
、
午
後
６

時
以
降
の
中
学
生
以
下
の
利
用
は

保
護
者
同
伴
。
本
人
確
認
が
で
き

る
運
転
免
許
証
な
ど
・
室
内
用
運

動
靴
・
運
動
用
具
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
31
―
３
０
６
０

女
性
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

４
月
17
日（
木
）午
前
９
時
開

会
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア

リ
ー
ナ
。
市
内
在
住
で
、
30
歳
以

上
の
女
性
の
ペ
ア
。

募　

〒
254
―
0074
大
原
１
―
１
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア

ム
ひ
ら
つ
か
内
の
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

31
―
３
０
６
０

31
―
９
６
４
０

や
市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、

４
月
11
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

に
、
同
課
へ
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

　

４
月
24
日
～
５
月
15
日
の
木
曜

日
、
全
４
回
、
午
後
２
時
～
４
時
。

神
奈
中
平
塚
ボ
ウ
ル（
宝
町
10
―

４
）。
初
心
者
を
中
心
に
24
人（
抽

選
）。
１
回
１
０
８
０
円
。

募　

必
要
事
項
・
年
齢
を
、
往
復

は
が
き
で
、
４
月
16
日（
水
）ま
で

に
、
〒
254
―
0074
大
原
１
―
１
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
31
―
３
０
６
０
へ
。

首
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

　

４
月
12
日（
土
）午
前
11
時
・
開

会
式
、
正
午
・
東
海
大
―
城
西
大
、

午
後
２
時
30
分
・
日
体
大
―
大
東

大
。
13
日（
日
）午
前
10
時
30
分
・

大
東
大
―
日
体
大
、
午
後
１
時
・

城
西
大
―
東
海
大
。
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら

つ
か
。
当
日
券
を
試
合
開
始
１
時

間
前
か
ら
発
売
。
大
人
１
０
０
０

円
、
大
学
生
・
高
校
生
・
中
学
生

500
円
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

　

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

―
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
。

４
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）、
午

後
１
時
試
合
開
始
。
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら

つ
か
。
当
日
券
を
試
合
開
始
２
時

間
前
か
ら
発
売
。
大
人
１
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
300
円
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

女
性
卓
球
大
会

　

５
月
12
日（
月
）午
前
９
時
開

会
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア

リ
ー
ナ
。
市
内
在
住
の
30
歳
以
上

の
女
性
が
同
一
中
学
校
区
内
で
編

成
し
た
４
～
６
人
の
チ
ー
ム
。

募　

〒
254
―
0074
大
原
１
―
１
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア

ム
ひ
ら
つ
か
内
の
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

31
―
３
０
６
０

31
―
９
６
４
０

や
市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、

４
月
16
日（
水
）午
後
５
時
ま
で

に
、
同
課
へ
。

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室

　

４
月
～
平
成
27
年
２
月
、
全
10

回
。
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
Ｂ
Ｍ
Ｗ
ス
タ

ジ
ア
ム
平
塚
。
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
校
４
～
６
年
生
。
３
０
０

０
円
。
初
回
は
４
月
26
日（
土
）午

前
９
時
～
正
午
。
会
場
で
費
用
を

集
金
し
ま
す
。

募　

必
要
事
項
・
学
校
名
・
学
年
・

性
別
を
、
は
が
き
ま
た
は
直
接
、

４
月
21
日（
月
）ま
で
に
、
〒
254
―

0074
大
原
１
―
１
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ

レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か

内
の
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
31
―
３
０
６

０
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

①
～
⑥
は
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
⑦
～
⑪
は

ひ
ら
つ
か
サ
ン・ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
。

抽
選
。

①
い
き
い
き
若
返
り
体
操　

５
月

９
日
～
６
月
27
日
の
金
曜
日
、
全

８
回
、
午
前
９
時
15
分
～
10
時
30

分
。
60
人
。
３
０
８
０
円
。

②
金
曜
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

５
月
９

日
～
６
月
27
日
の
金
曜
日
、
全
８

回
、
午
前
10
時
45
分
～
正
午
。
70

人
。
５
１
４
０
円
。

③
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ラ
ダ
ン
ス　

５
月

９
日
～
10
月
31
日
の
金
曜
日
、
全

15
回
、
午
後
５
時
～
６
時
。
小
学

生
30
人
。
５
１
４
０
円
。

④
ボ
デ
ィ
ー
メ
ー
ク
エ
ク
サ
サ
イ

ズ　

５
月
９
日
～
７
月
25
日
の
金

曜
日
、全
12
回
、午
後
７
時
20
分
～

８
時
30
分
。
50
人
。
５
１
４
０
円
。

⑤
楽
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス　

５
月
13

日
～
７
月
15
日
の
火
曜
日
、
全
８

回
、午
後
１
時
20
分
～
２
時
50
分
。

75
人
。
４
１
１
０
円
。

⑥
楽
ら
く
ヨ
ガ　

５
月
15
日
～
７

月
17
日
の
木
曜
日
、
全
10
回
、
午

前
９
時
20
分
～
10
時
50
分
。75
人
。

３
９
０
０
円
。

⑦
卓
球　

５
月
７
日
～
８
月
27
日

の
水
曜
日
、
全
７
回
、
午
前
９
時

30
分
～
正
午
。
初
心
・
初
級
・
中

級
で
計
100
人
。
４
７
９
０
円
。

⑧
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

５
月
８
日
～
６
月
５
日
の
木
曜

日
、
全
４
回
、
午
前
11
時
～
午
後

０
時
30
分
。
30
人
。
１
５
４
０
円
。

⑨
男
性
フ
ッ
ト
サ
ル　

５
月
８
日

～
６
月
12
日
の
木
曜
日
、全
６
回
、

午
後
７
時
15
分
～
８
時
45
分
。
30

歳
以
上
の
方
40
人
。３
０
８
０
円
。

⑩
産
後
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操　

５
月
14
日
～
28
日
の
水
曜
日
、
全

３
回
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45

分
。
市
内
在
住
で
出
産
し
て
１
年

以
内
の
母
親
と
乳
児
25
組
。無
料
。

⑪
始
め
て
み
よ
う
！　

フ
ラ
ダ
ン

ス　

５
月
15
日
～
６
月
12
日
の
木

曜
日
、
全
５
回
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
。
25
人
。
２
５
７
０
円
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

（
⑩
は
乳
児
の
氏
名
・
月
齢
も
）を
、

は
が
き
で
、
４
月
15
日（
火
）ま
で

に
、
〒
254
―
0074
大
原
１
―
１
ま
ち

づ
く
り
財
団
ス
ポ
ー
ツ
事
業
課
☎

35
―
０
１
０
２
へ
。
同
財
団
の

ウ
ェ
ブ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
ｂ
ｊ

リ
ー
グ

　

横
浜
ビ
ー
・
コ
ル
セ
ア
ー
ズ
―

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
。
①

４
月
26
日（
土
）午
後
６
時
②
27
日

（
日
）午
後
２
時
。
ト
ッ
ケ
イ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
。

前
売
り
券
は
２
階
自
由
席
の
大
人

１
８
０
０
円
・
中
学
生
以
下
１
０

０
０
円
な
ど
。
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
の

詳
細
は
４
面

市民情報・相談課☎21-8764
市民相談室

◇�一般市民　月〜金曜日、
午前8時30分〜正午・午後
1時〜５時
◇�一般法律（予約制）　水・
木曜日、午後1時〜4時
◇�行政　4月7日（月）午後1
時〜4時
◇�税務（予約制）　4月2５日
（金）午後1時〜4時
◇��登記・供託（予約制）　4
月11日（金）午後1時〜4時

◇��測量・境界（予約制）　4
月11日（金）午後1時〜3時

◇�多重債務（予約制）　4月8
日（火）・22日（火）、午後
1時〜4時
◇�年金・社会保険・労災
　4月8日（火）午後1時〜4時
◇�不動産（予約制）　4月4日
（金）・18日（金）、午後1
時〜4時

◇�分譲マンション管理（予
約制）　4月28日（月）午後
1時〜4時
◇�住宅（新・改築）　4月1５
日（火）午後1時〜4時
◇�外国籍　スペイン語：火
曜日／ポルトガル語：水
曜日／午前9時〜正午・
午後1時〜4時

南附属庁舎1階☎21-8779
保健福祉総合相談

◇��来所・電話　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後５時��

障がい福祉課☎21-8774
障がいがある方の相談

◇�手話案内 3５−５770
　�月〜金曜日、午前9時〜
午後3時4５分

◇�精神保健福祉（予約制）　
月〜金曜日、午前9時30
分〜午後3時

保健センター☎５５-2111
健康相談

◇�来所（予約制）　月〜金曜
日、午前8時30分〜午後５時

◇�ヘルスアップ相談（来所・
予約制）　4月23日（水）、
５月16日（金）、午後1時〜3時

高齢福祉課☎21-8778
65歳からの健康相談

◇�来所（予約制）　月〜金曜
日、午前9時30分〜午後4時

追分1-43☎33-2333
福祉会館

◇�法律（予約制）　4月8日
（火）、５月13日（火）、午
後1時〜4時

◇�生活支援　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後５時
◇�ボランティア　月〜金曜
日、午前8時30分〜午後５時

市民センター☎34-7311
青少年相談室

◇�青少年相談
　月〜土曜日、午前10時〜
　午後6時30分
◇�ヤングテレホン相談（青
少年専用）�☎33−7830
　�月〜土曜日、午前10時〜
午後6時30分

◇�ヤングメール相談（青少
年専用）　 y-soudan@。
返信に数日かかることが
あります。
女性のための相談
人権・男女共同参画課

☎21-9611（相談専用）
◇��来所・電話　月〜金曜日、
午前9時30分〜午後4時
人権相談
人権・男女共同参画課

☎23-1111内線2177
◇�来所　4月1５日（火）午後1
時〜4時��
こどもの総合相談
こども家庭課☎21-9843

◇�こども総合相談　月〜金
曜日、午前8時30分〜午
後５時
◇�母子相談　月〜金曜日、
午前9時〜午後５時

豊田分庁舎☎ 34-9076
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
　談・情報提供　月〜金曜日、

　午前9時30分〜午後4時�
こども発達支援室くれよん
福祉事業センター
☎32-2738 31-1114
◇��こどもの発達相談（来所・
予約制）　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後５時

崇善小学校北側☎36-6013
子ども教育相談センター

◇�来所（予約制）　月〜金曜
日、午前10時〜午後５時

◇�電話　月〜金曜日、午前
9時〜午後５時

JAビルかながわ☎21-7５30
消費生活センター

◇�来所・電話　月〜金曜日、
午前9時30分〜午後4時

産業振興課☎21-97５8
ビジネス相談

◇�発明・考案・特許（予約制）　　
4月21日（月）午後1時〜4時
◇�就労支援（予約制・先着4
人・１人５0分）　4月9日
（水）・23日（水）、午後1
時〜4時５0分

　外国との相互理解や、市民と外国籍市民の
交流を目的に活動する平塚市国際交流協会。
今月で創立20周年を迎えます。
　「市内には4,000人を超える外国籍市民が暮
らしています。中には日本語が苦手で、地域
の催しなどに気付かない人もいます」と天羽
さん。協会では日本語講座や市民と外国籍市
民の交流イベントなどを開き、機関誌
「H
エイチ・アイ・イー・エー

IEA」でイベントの魅力を伝えています。
「機関誌は、日本語が苦手な人にも見てもら
えるよう、写真などを多く使い分かりやすく
することを意識しています」と話す天羽さん。
　「多くの人がイベントに参加し、市民間の
国際交流が進めばうれしいですね」と、天羽
さんは思いを語ってくれました。

市民間から始まる国際交流
天
あ も う

羽 輝彦さん

平塚市国際交流協会
運営委員長
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美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒

３‒
３

☎
３５‒

２
１
１
１

３５‒

２
７
４
１

㊡
7·

14·

21·

28
日

■
ロ
ビ
ー
展　

林
辺
正
子
の
世
界

　

４
月
６
日（
日
）ま
で
。

■
所
蔵
名
品
展
Ⅱ　

新
収
蔵
品
を

中
心
に

　

４
月
６
日（
日
）ま
で
。
一
般
200

円
、
高
校
生
・
大
学
生
100
円
。

■
市
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

4
月
8
日（
火
）～
13
日（
日
）湘

南
芸
術
家
協
会
展
。
15
日（
火
）～

20
日（
日
）玉
泉
水
墨
画
会
展
。22
日

（
火
）～
27
日（
日
）リ
ン
版
画
工
房

展
。
29
日（
祝
）～
5
月
5
日（
祝
）

平
塚
写
真
連
盟
展
。

博
物
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３３‒

５
１
１
１

３1‒

３
９
４
９

㊡
7·

14·

21·

28
日

■
新
た
な
収
蔵
資
料
を
展
示

　

平
成
25
年
度
の
収
蔵
資
料
を
展

示
。
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

　
①
新
着
資
料
展
1　

考
古
・
歴

史
・
生
物
・
天
文
分
野
。
4
月
29

日（
祝
）ま
で
②
新
着
資
料
展
2　

民
俗
分
野
。
5
月
1
日（
木
）～
6

月
1
日（
日
）。

■
春
期
特
別
展　

水
と
生
き
る
里

　

金
目
の
風
土
と
そ
の
魅
力

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
金
目
ま
る

ご
と
博
物
館
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
、
金
目
地
区
の
歴
史
・
文

化
・
自
然
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

5
月
11
日（
日
）ま
で
。
特
別
展

示
室
。

①
記
念
講
演
会
　
１
枚
の
古
文
書

か
ら
郷
土
史
を
読
み
解
く

　

金
目
川
の
治
水
と
洪
水
の
歴
史

を
古
文
書
か
ら
読
み
解
き
ま
す
。

　

4
月
5
日（
土
）午
後
1
時
30
分

～
3
時
。
金
目
公
民
館（
南
金
目

966
）。

②
生
き
も
の
観
察
会

　

用
水
路
の
生
き
も
の
を
網
で
す

く
っ
て
観
察
し
ま
す
。

　

4
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
。
金
目
地
区
。
20
人（
抽
選
）。

③
子
ど
も
自
然
観
察
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー

　

緑
豊
か
な
公
園
で
自
然
の
不
思

議
や
素
晴
ら
し
さ
を
、
ク
イ
ズ
形

式
で
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　

4
月
26
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
。
金
目
親
水
公
園（
北
金
目
３

︱
914
）。
小
学
生
30
人（
抽
選
。
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

募　

必
要
事
項
を
、
往
復
は
が
き

で
、
②
は
4
月
10
日（
木
）③
は
14

日（
月
）ま
で
に
博
物
館
へ
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影

　

200
円
。
18
歳
未
満
の
方
と
65
歳

以
上
の
方
は
無
料
。

☆
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
・
ク
ル
ー
ズ

　

4
月
6
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、

午
前
11
時
と
午
後
2
時
。

☆
火
星
最
前
線

　

接
近
中
の
火
星
に
つ
い
て
、
最

新
情
報
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

　

4
月
12
日（
土
）～
6
月
1
日

（
日
）の
土
・
日
曜
日
、午
前
11
時
と

午
後
2
時
。5
月
10
日（
土
）以
降
の

土
曜
日
午
前
11
時
の
回
を
除
く
。

☆
星
空
と
音
楽
の
夕
べ

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
美
し

い
星
空
を
眺
め
ま
す
。

　

4
月
20
日（
日
）午
後
4
時
。

■
宇
宙
開
発
連
続
講
座　

ロ
ケ
ッ

ト
を
作
ろ
う

　

第
１
回
の
テ
ー
マ
は「
ロ
ケ
ッ

ト
は
な
ぜ
飛
ぶ
か
？
」。
ロ
ケ
ッ

ト
の
歴
史
や
仕
組
み
を
学
び
、
設

計
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

4
月
27
日（
日
）午
後
3
時
30
分

～
5
時
。
講
堂
。

■
星
を
見
る
会　

接
近
し
て
い
る

火
星
を
見
よ
う

　

4
月
25
日（
金
）午
後
7
時
～
8

時
30
分
。
科
学
教
室
・
屋
上
。
雨

天
曇
天
中
止
。

■
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
入
門
講
座

　

第
1
回
の
テ
ー
マ
は「
春
」。
こ

れ
か
ら
星
の
観
察
を
始
め
た
い
人

向
け
の
入
門
講
座
で
す
。

　

4
月
6
日（
日
）午
後
３
時
30
分

～
５
時
。
講
堂
。

■
ろ
ば
た
ば
な
し

　

4
月
20
日（
日
）午
後
1
時
20
分

と
3
時
。展
示
室
1
階
相
模
の
家
。

〒
２５４‒

００４５
見
附
町
1５‒

1（
市
民
セ
ン

タ
ー
内
の
文
化
事
業
課
）

☎
３2‒

２
２
３
７

３2‒

２
２
４
０

ま
ち
づ
く
り
財
団

■
モ
ー
ニ
ン
グ
囲
碁
入
門
教
室

　

５
月
９
日
～
８
月
１
日
の
金
曜

日
、
全
12
回
、
午
前
10
時
～
正
午
。

市
民
セ
ン
タ
ー
。
囲
碁
を
全
く
知

ら
な
い
、
日
程
の
う
ち
６
割
以
上

参
加
で
き
る
方
、20
人（
先
着
順
）。

５
０
０
０
円
。
高
校
生
以
下
は
２

５
０
０
円
。

募　

電
話
で
、
文
化
事
業
課
へ
。

■
グ
リ
ー
ン
碁
石
親
善
連
碁
大
会

　

４
月
26
日（
土
）午
前
9
時
30

分
。
勤
労
会
館
。
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
19
路
盤
で
囲
碁
が
打

て
る
方
５
人（
場
合
に
よ
り
4
～

7
人
も
可
）で
構
成
し
た
16
チ
ー

ム（
先
着
順
）。
平
均
段
級
位
に
よ

る
手
合
い
割
り
。

募　

代
表
者
の
必
要
事
項
を
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
文
化
事

業
課
へ
。

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒
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■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

市
内
在
住
の
１
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
。
午
前
10
時

～
11
時
30
分
。
①
４
月
９
日（
水
）

西
図
書
館（
山
下
760
︱
３
）②
20
日

（
日
）中
央
図
書
館
③
５
月
14
日

（
水
）北
図
書
館（
田
村
３
︱
12
︱

５
）④
24
日（
土
）中
央
図
書
館
。

募　

電
話
ま
た
は
図
書
館
ウ
ェ
ブ

で
、
中
央
図
書
館
へ
。

■
中
央
図
書
館
映
画
会

　

３
階
ホ
ー
ル
。
日
曜
日
午
後
２

時
。
４
月
６
日〔
子
ど
も
映
画
会
〕

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
交
通
安

全
、越
後
の
昔
ば
な
し 

あ
っ
た
て

ん
が
の
ぉ（
ア
ニ
メ
）。
13
日〔
子

ど
も
映
画
会
〕キ
ラ
キ
ラ
、
か
し
の

き
ホ
テ
ル
、
森
の
は
ず
れ 

シ
ャ
ッ

ク
リ
の
ぼ
う
け
ん（
ア
ニ
メ
）。
20

日〔
一
般
映
画
会
〕安あ

た
か
け

宅
家
の
人
々

（
実
写
）。
27
日〔
子
ど
も
読
書
の

日
特
別
映
画
会
〕魚
が
空
を
と
ん

だ
よ
、お
に
の
た
い
こ（
ア
ニ
メ
）。

■
中
央
図
書
館
の
特
集
展
示

　

私
が
選
ん
だ
図
書
館
の
１
冊
、

金
目
地
区
の
資
料
展
。
４
月
３
日

（
木
）～
29
日（
祝
）。２
階
貸
出
室
。

学
芸
担
当

家
康
ゆ
か
り
の
茶ち

や

碗わ
ん

　

１
５
９
０（
天
正
18
）年
７

月
、
小
田
原
を
拠
点
と
す
る
戦

国
大
名
・
北
条
氏
が
豊
臣
秀
吉

に
敗
れ
、
関
東
の
戦
国
時
代
が

終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関

東
の
大
部
分
は
徳
川
家
康
の
領

国
に
。
家
康
が
江
戸
城
に
入
っ

た
の
は
同
年
８
月
１
日
と
一
般

に
い
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
関
東

の
近
世
が
幕
を
開
き
ま
し
た
。

　

関
東
を
領
国
と
し
て
以
降
、

徳
川
家
康
は
江
戸
と
京
都
・
駿す

ん

府ぷ

と
の
往
復
や
鷹た

か

狩
り
な
ど
で

し
ば
し
ば
平
塚
市
域
を
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
市
内
に
は

中
原
御
殿
や
金
目
川
の
大お

お

堤
づ
つ
み

（
御ご

所し
よ

様さ
ま

堤づ
つ
み）な

ど
、
家
康
ゆ
か

り
の
史
跡
や
言
い
伝
え
が
数
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
家
康
と
の
ゆ
か
り

を
示
す
資
料
の
一
つ
に
片
岡
の

旧
家
宮
川
家
に
伝
わ
る「
葵

あ
お
い

御ご

紋も
ん

付つ
き

御お

茶ち
や

碗わ
ん

」が
あ
り
ま
す
。

　

宮
川
家
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
の
際
、

大
磯
の
六
所
神
社
か
ら
吉
沢
ま

で
進
ん
だ
家
康
一
行
を
、
先
祖

の
宮
川
家い

え

嗣つ
ぐ

が
片
岡
ま
で
案
内

し
、
家
康
は
宮
川
家
に
止
宿
し

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
止
宿

中
に
逃
げ
出
し
た
家
康
の
鷹

を
、
宮
川
家
嗣
が
機
転
を
利
か

せ
て
取
り
戻
し
て
家
康
を
喜
ば

せ
た
と
も
い
い
ま
す
。

　

こ
の
茶
碗
は
、
徳
川
家
康
が

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
宮

川
家
嗣
に
与
え
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
、
胴
に
は
葵
の
紋
と
松
、

鶴
・
亀
な
ど
の
絵
柄
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
１
８
３
９（
天て

ん

保ぽ
う

10
）年
に
作
成
さ
れ
た
、
相
模

国
内
の
家
康
ゆ
か
り
の
事
跡
を

紹
介
し
た
地
誌「
相そ

う

中ち
ゆ
う

留り
ゆ
う

恩お
ん

記き

略り
や
く」に
も
、
こ
の
茶
碗
の
絵

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
茶
碗
は
、
博
物
館
で
５

月
11
日（
日
）ま
で
開
く
春
期
特

別
展「
水
と
生
き
る
里　

金
目

の
風
土
と
そ
の
魅
力
」で
展
示

し
て
い
ま
す
。

葵
御
紋
付
御
茶
碗
（
個
人
蔵
）。
上
が
葵
紋
と
松
。
下
は
鶴
と
亀
。

　日本画が専
門の、草

くさ

薙
なぎ

奈
津子館長によ
る美術講座で
す。明治・大
正・昭和戦前
の近代日本画
について、映

像を使いながら解説します。
　5月14日、7月9日、9月10日、11
月12日、平成27年1月14日、3月11
日の水曜日、全６回、午後1時30分
〜3時30分。美術館。全ての日程
を受講できる方25人（抽選）。
募　講座名・必要事項を、はがき・
ファクス・メールで、4月18日（金）
までに、美術館 art-muse@へ。

近代日本画史講座
美術館館長による

　通常は非公開の美術館の裏側を、
学芸員がご案内します。
　5月10日（土）午後1時〜2時。小
学生以上の方20人（抽選）。
募　講座名・実施日時・必要事項・
年齢・ファクス番号・メールアドレ
スを、はがき・メール・ファクスで、
4月3日（木）〜24日（木）に、美術館
art-muse@へ。メールはタイ

トルをワークショップ応募に。

美術館
バックヤードツアー




